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「済州型」スポーツのビジョン及び主要推進戦略
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公共体育施設

登録及び申告体育施設

訓練可能施設の現況

区分 計 陸上 ⽔泳 球技体育館 テニス場 サッカー場 その他

合計 ７８ヶ所 12ヶ所 5ヶ所 16ヶ所 ８ヶ所 18ヶ所 19ヶ所

区分 企業数 登録体育施設 申告体育施設

合計 835ヶ所 40ヶ所 795ヶ所

 総合スポーツ施設 ：4ヶ所

済州ワールドカップ競技場、西帰浦コンチョンポ転地訓練センター、 康昌鶴(カン・チャンハク)総合競技場、済州総合競技場

区分
種目別

施設数
サッカー場 野球場 テニス場 シルム場

球技
体育館

闘技
体育館

⽔泳場
ローラース

ケート場
国弓場 その他

合計 80ヶ所 27ヶ所 3ヶ所 8ヶ所 1ヶ所 25ヶ所 1ヶ所 5ヶ所 2ヶ所 5ヶ所 3ヶ所

 種目別オーダーメード型スポーツ施設： 80ヶ所
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全国∙国際スポーツ大会開催現況 (最近3年間)

合計 国際大会 全国大会

2013年 89 13 76

2014年 93 10 83

2015年 110 16 94

2002年ワールドカップ大会開催実績

日付 競技対象 観覧客数

2002. 06. 08 ブラジル ｖｓ 中国 30,176名

2002. 06. 12 パラグアイ ｖｓ スロベニア 36,750名

2002. 06. 15 ドイツ ｖｓ パラグアイ 25,176名

第95回全国体育大会開催実籍

大会期間 : 2014. 10. 28 ～ 11. 3

参加人数 : 32,510名(選手、役員、審判、運営など)

- 17ヶ市道、北朝鮮5道、海外同胞選手団

競技種目 : 47種目、74ヶ所競技場(正式44、示範3)
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2015主要体育大会(障碍学生体育大会、全国少年体育大会開催実績

今後の開催誘致の主要大会

 第9回全国障碍学生体育大会

- 期間：2015．5．19（火)～5．22(金)/4日間

- 競技種目：15種目、15競技場

- 参加人数：2,717名(選手1,477名、役員1,240名）

 第44回全国少年体育大会

- 期間：2015. 5. 30(土)～6. 2(火)/4日間

- 競技種目：35種目

- 参加人数：17,225名(選手12,313名、役員4,912名）

 2017FIFA U-20(20歳以下)ワールドカップ ＊2015. 9. 25 開催都市に確定

 2017全国生涯体育大祝典開催の確定
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済州型スポーツ産業育成及び競争力強化

スポーツの価値を育て済州経済を活かす!!!

実践戦略 実践課題

① 経済を育てる済州型スポーツ大会の育成

② 大会成果評価を通した高品質スポーツ大会の育成

③ 社会的な弱者のためのスポーツ基盤施設の拡充

④ 誰もが楽しめる体育で暮らしの質の向上

スポーツの価値を育てる

済州型スポーツ産業育成
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2．経済を育てる済州型スポーツ産業の育成

3．生涯スポーツ育成とインフラ構築

１．済州型スポーツ産業育成によるスポーツ観光客の誘致

 重点育成種目：レジャースポーツ∙ニュースポーツ∙高齢者にやさしいウェルビーイングスポーツ∙ゴルフ∙転地訓練

 島の環境と豊かな風を活用した済州の適合した代表レジャーブランドの育成

- ヨット及び海洋スポーツ育成及び済州一週のサイクリング道路網の構築など

 高付加価値スポーツ大会の誘致及びゴルフ観光客を集中的に育成、転地訓練団の誘致

 暮らしのレベルアップのためのオーダーメード型の生涯スポーツプログラムの運営

-老若男女及び各界各層のオーダーメード型プログラム運営による生涯スポーツ参与率７０％達成基盤準備

 関連施設インフラ拡充及び運営人員の配置など
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4．道民オーダーメード型スポーツ支援による健康百歳時代の具現

6．社会的弱者のための機能補強施設事業推進

5．邑∙面地域(市町村)の特化されたスポーツ大会育成

 邑∙面地域の特化されたスポーツ種目の集中的な開催

- 都市(市内)への集中化による邑∙面地域の相対的な疎外感を解消するため、

邑∙面地域の特化されたスポーツ大会育成を 通じて地域経済活性化を企図

 邑面∙地域に適合した転地訓練団の分散誘致など

 社会的弱者(障碍者)のスポーツ便宜施設の拡充及び利用環境の改善

 エリート∙障碍者∙生涯体育人に合わせた体育支援及びスポーツ活性化により道民すべて

が健康な済州創りの実現
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 済州Nyambo konka交流

 日本国際パークゴルフ大会参加交流

 済州国際アルティメットフリスビー大会海外広報及び交流

 中国との生涯スポーツテニス国際交流を通した活性化事業

 済州-中国(大連市)青少年国際サッカー交流

 済州-中国(海南省)青少年国際サッカー交流戦

- 大韓山岳連盟済州道連盟遠征隊員10名が中国Nyambo konka(贡嘎山)未登攀を遠征

- 日本の北海道国際パークゴルフ大会参加競技及び交流

- ベトナムのホーチミン訪問済州国際アルティメットフリスビー大会広報及びベンチマーキング

- 第8回済州国際生涯スポーツテニス大会広報及び参加チーム誘致など

- 中国大連市と道内白虎旗優勝チームとのサッカー試合及び交流

- 中国海南省と道内高校サッカー選手間のサッカー交流戦
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2．済州自然の価値を高める海洋レジャースポーツ、オルムトレッキング、
山岳サイクリングなどのスポーツ大会の開催及び誘致

 済州国際トレイルランニング大会、済州一週ヨット大会、サーフィン大会など

 済州特別自治道団体と大阪市障碍者福祉スポーツ協会のスポーツ交流推進：2016年3月

- 大阪市障碍者施設スポーツ施設相互訪問、スポーツ政策の交流

 済州特別自治道団体とモンゴル障碍者オリンピック委員会とMOU締結推進：2016年6月～7月

 種目別国際交流事業支援による力量強化：2016年4月～12月

- 3種目(フライングディスク、テゴンドー、サッカー)支援、他の種目発掘推進

1．国際交流による障碍者スポーツの質的成長を企図
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第３回国際電気自動車エキスポ参加及び広報協力
(The 3rd International Electric Vehicle EXPO)

韓日海峡沿岸市・道・県の積極的な広報と支持を要請 (参加可能)

期間： 2016. 3. 18.~3. 24. / 7日間

場所： 済州国際コンベンションセンター(ICC Jeju)

規模： 電気車製造会社及び関連産業群150社以上、参観客８万名

- 電気自動車展示会

- 電気自動車関連カンファレンス

- 電気自動車コンセプトデザイン公募展

- 付帯行事(電気自動車道民公募、電気車パレード、試乗会、事前踏査ツアーなど
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韓日海峡沿岸市・道・県の参加を提案し、(共同PRブースの運営など)
積極的な広報と支持を要請

時期 ： ２０１６年１１月最初週の中、１泊２日

場所(コース) ： 調整中(２０１５年まですべてのコース一周)

参加 ： １日/約３，０００名(日本、中国など全世界から参加)

内容 ： 開幕式、オルレコースウォーキング体験、文化体験、広報活動

目的

- 道沿いに住んでいる住民が道を歩こうとする旅行者のために準備

する祭り

- 町の住民は食べ物と公演、体験できるものを準備し、旅行者と地

域民との交流の場を設ける

第７回済州オルレウォーキング祭りへの参加提案(２０１６年度)
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ありがとうございます。


